
本庄市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の進捗状況と事業の評価について 

 

1 策定の目的 

少子高齢化の進展に的確に対応し、人口減少に歯止めをかけるとともに、将来にわたって活

力ある社会を実現するため、人口減少の克服と地方創生に重点を置く計画として策定するもの

です。 

 

2 策定の概要 

現行の本庄市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「総合戦略」といいます。）は、出生率の

改善・向上及び若い世代の転出抑制・転入促進による人口減少の抑制を計画課題とし、【しご

と】、【ひと】、【まち】、【魅力創造】の４つの基本戦略の下、４５の個別施策、１０７の具体的事業

から構成されています。 

 

3 数値目標の進捗状況と事業の評価について 

 総合戦略では、「しごと」、「ひと」、「まち」、「魅力創造」の４つの基本戦略に対する数値目標を

設定するとともに、個別施策についても、それぞれ客観的な重要業績評価指標（ＫPＩ）を設定し

ており、令和３年度はどのくらい迫れたのか、また、事業の効果はどのくらいあったと考えるかを

PDCA サイクルにより進捗管理しています。 

 今年度は、各部局で前年度の事業実績等に基づき事業評価を行い、市長を本部長、各部局

長を本部員とする「本庄市まち・ひと・しごと創生本部会議」を開催し、総合戦略の検証及び評

価を行いました。 

 4 つの基本戦略に掲げる 107 の事業について、「極めて効果的」、「ある程度効果的」とす

る評価はあわせて８割を超える結果となりました。国の総合戦略でも記述している「継続は力なり」

とし、目標に向けて改善しつつ取組を行っていく必要がございます。 
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